
」
り
く
づ
ち
ま
な
全
安
・
心
安
「
の
役
主
が
民
市

す
ま
し
進
推
を

２

筑
西
市
長

　

こ
の
た
び
の
筑
西
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
持
と
負
託
を
賜
り
、
４
月
24
日
付
け
で
第
３
代
の
筑
西
市
長
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

県
西
地
区
の
中
核
都
市
で
あ
る
「
筑
西
市
」
の
市
政
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
全
身
全
霊
を
傾
け
て
市
政
運
営
に
取
り
組
む
覚
悟
で
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

市
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ



３

　

私
の
市
政
運
営
の
基
本
は
、
市
民
の
皆
様
、
市
議
会
の

皆
様
の
ご
意
見
を
幅
広
く
お
聞
き
し
、
ま
た
、
十
分
に
議

論
を
尽
く
す
こ
と
に
よ

て
、
オ

ル
市
民
党
で
市
政
を

進
め
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

市
長
の
役
割
、
議
会
の
役
割
、
職
員
の
役
割
を
明
確
に

し
、
お
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に

な

て
力
を
合
わ
せ
、
様
々
な
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
克
服

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
選
挙
で
私
に
託
さ
れ
た
こ
と
は
、「
市
政

を
市
民
の
手
に
取
り
戻
す
」
こ
と
だ
と
思

て
い
ま
す
。

市
政
は
市
民
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
主
役
は
市
民
の
皆

様
で
す
。
私
は
、
市
民
の
皆
様
が
、
心
豊
か
に
安
心
し
て

安
全
に
暮
ら
せ
る
「
筑
西
市
」
を
創
り
ま
す
。

　

市
の
財
政
状
況
は
、
今
後
、
大
幅
な
景
気
回
復
が
見
込

め
な
い
中
で
、
非
常
に
厳
し
い
状
態
が
続
く
も
の
と
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
福
祉

と
教
育
に
力
を
入
れ
、
ま
た
、
産
業
の
振
興
を
図
り
、
さ

ら
に
、
地
域
医
療
環
境
、
救
急
・
防
災
体
制
を
強
化
す
る

こ
と
で
、
市
民
の
皆
様
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
次
の
６
項
目
の
施
策
を
優
先
的
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
３
月
の
合
併
か
ら
ま
る
８
年
が
経
過
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
筑
西
市
の
人
口
は
、
毎
年
約
１
，

０
０
０
人
ず
つ
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
人
口
減
少
対
策

に
つ
い
て
は
、「
市
民
主
役
の
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

の
推
進
に
よ

て
、
市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
の
満
足
度
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
、
筑
西
市
の
魅
力
の
再
構
築
と
な
り
、

延
い
て
は
、
交
流
人
口
・
定
住
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

人
口
増
加
、
高
度
経
済
成
長
の
社
会
か
ら
成
熟
・
低
成

長
の
時
代
に
な
り
、
社
会
の
仕
組
み
や
ル

ル
の
改
革
が

求
め
ら
れ
る
時
代
に
、
今
、
新
し
い
価
値
を
創
造
し
て
い

く
力
、
新
た
な
手
法
・
分
野
に
挑
戦
す
る
力
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ

て
、
私
は
、
市
民
の
皆
様
が
、

夢
と
希
望
を
持

て
、
心
か
ら
住
ん
で
良
か

た
と
思
え

る
「
筑
西
市
」
の
実
現
に
向
け
て
、
チ

レ
ン
ジ
精
神
を

持

て
力
の
限
り
頑
張

て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様

の
な
お
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

市
政
運
営
の
基
本

市
民
主
役
の
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

市
民
の
皆
様
と
の
お
約
束

人
口
減
少
対
策

結
び
に

　

一
つ
目
は
、
救
急
医
療
を
担
う
医
療
機
関
を
整
備
す
る

こ
と
で
す
。
２
・
５
次
医
療
体
制
の
整

た
３
６
５
日
・

24
時
間
緊
急
対
応
が
可
能
な
新
中
核
病
院
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
ス
ピ
カ
ビ
ル
の
有
効
活
用
で
す
。
中
で
も

優
先
す
べ
き
課
題
と
し
て
、
本
庁
舎
の
移
設
を
基
本
的
に

考
え
て
お
り
、
ま
た
ス
ピ
カ
ビ
ル
全
体
の
活
用
方
針
と
し

て
は
、
市
議
会
や
市
民
の
皆
様
な
ど
の
ご
意
見
を
十
分
に

お
聞
き
し
た
う
え
で
決
定
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
企
業
誘
致
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ

と
で
す
。
私
自
身
が
先
頭
に
立
ち
、
つ
く
ば
市
と
の
隣
接

立
地
の
利
点
を
活
か
し
、
企
業
や
研
究
機
関
の
誘
致
・
勧

誘
に
全
力
で
ア
タ

ク
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
手
始
め
に

市
長
就
任
と
同
時
に
「
企
業
誘
致
推
進
室
」
を
設
置
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

四
つ
目
は
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
で
す
。
人
事
、
入

札
制
度
、
公
共
施
設
の
運
営
方
法
な
ど
の
改
革
を
進
め
、

新
た
な
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

五
つ
目
は
、
安
心
・
安
全
な
地
元
産
食
材
の
普
及
と
地

場
産
業
の
振
興
で
す
。
全
国
で
開
催
さ
れ
る
農
産
物
等
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
は
、
で
き
る
限
り
私
自
身
が
ト

プ

セ

ル
ス
マ
ン
と
し
て
参
加
し
、
販
路
の
拡
大
を
目
指
し

ま
す
。

　

六
つ
目
は
、
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。

小
学
校
５
年
生
と
６
年
生
を
対
象
と
し
た
併
用
型
一
貫
教

育
の
導
入
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
新
中
核
病
院
の
建
設
と
ス
ピ
カ
ビ
ル
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
早
急
に
対
処
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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５月25日   （土）　隠しホール大会
６月 １日   （土）　筑波チャレンジカップ
６月16日   （日） 月例オープン大会

／６８ ／７ 13
高い国家試験合格率
就職率 100％の実績校

職員手当の状況　

※特定幹部職員とは、部長相当職の職員です。
※職制上の段階等により加算措置（５％～20％）があります。

期末・勤勉手当　（平成 23年度）

区 分 特定幹部職員 特定幹部以外の職員
6月期 12月期 計 ６月期 12月期 計

期末手当 1.03 1.18 2.20 1.23 1.38 2.60
勤勉手当 0.88 0.88 1.75 0.68 0.68 1.35

退職手当　（平成24年４月１日）　

※支給割合は、茨城県市町村総合事務組合の規定によります。
※１人当たりの平均支給額は、平成23年度退職職員 に支給した平均額です。

区 分 筑西市 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続 20年
勤続 25年
勤続 35年
最高限度額

23.5　月分
33.5　月分
47.5　月分
59.28 月分

30.55 月分
41.34 月分
59.28 月分
59.28 月分

23.5　月分
33.5　月分
47.5　月分
59.28 月分

30.55 月分
41.34 月分
59.28 月分
59.28 月分

その他の
加算措置

定年前早期退職特例
（２～ 20％加算） 市に同じ

平均支給額 １人当たり 19,681 千円 ─

特殊勤務手当　（平成 24年４月１日）

その他の手当（平成 24年４月１日）

時間外手当
区分 支給総額 職員１人当たり支給年額

平成 22年度 125,462 千円 207千円
平成 23年度 96,831 千円 170千円

区分 筑西市 国

扶
養
手
当

配偶者 13,000 円

市と同じ
配偶者以外の扶養親族 6,500 円
配偶者がいない職員の扶養親族１人目 11,000 円
満 16歳の年度始めから満 22歳の
年度末までの子１人当たりの加算額 5,000 円

住
居
手
当

借家 限度額 27,000 円 市と同じ

持家 ５年目まで 2,500 円 ─
６年目以降 ─　　 市と同じ

手通
当勤

バス等利用者 限度額 55,000 円 市と同じ自家用車等利用者 限度額 24,500 円

地域手当（18年度から新設）
平成 23年４月１日現在の支給率 3％ 国の制度 ３％
平成 24年４月１日現在の支給率 3％ 国の制度 ３％

 職員全体に占める手当支給職員の割合 13.0%
 支給対象職員１人当たり平均支給年額 29,115 円
 手当の種類（手当数） 10種類

代表的な
手当の名称

支給額の多い手当 市税業務
多くの職員に支給して
いる手当

市税・福祉施設業務
・保健指導業務

　市職員の給与は、国家公務員の給与を基本にして市条例で定めています。市民のみなさんの
ご理解をいただくために公表します。なお、これは国基準様式のダイジェスト版です。総合版は、
市ホームページ（http://www.city.chikusei.lg.jp）でご覧ください。

総務課人事厚生グループ内線３２２・３２３問い合わせ

　特別職の給与・報酬の状況　（平成 24年 4月１日）
区　分 平成23年度支給割合

期
末
手
当

市　長 ６月期 1.40 月分
12月期 1.55 月分

副市長 ６月期 1.40 月分
12月期 1.55 月分

議長、副議長、
議員

６月期 1.40 月分
12月期 1.55 月分

区　分 月　額
給
料
市　長 720,000 円
副市長 658,000 円

報
酬

議　長 367,000 円
副議長 332,000 円
議　員 312,000 円

10

　定員管理の進捗状況（平成 24年４月１日）

※教育部門は、教育長を含みます。
※計画３年目で当初の目標値を超えたため、20年度に見直しを
行い、新たに削減目標（５年間で170人、△ 16.3％）を掲げました。

区　分 17年 20年 24年 削減目標値
（人）計画始期 3年目 見直し4年目

一 般
行 政

職員数 668 635 582 548
増 減 △ 33 △ 53 △ 87

教 育 職員数 234 209 158 159
増 減 △ 25 △ 51 △ 50

公 営
企業等

職員数 285 200 178 167
増 減 △ 85 △ 22 △ 33

計 職員数 1,187 1,044 918 874
増 減 △ 143 △ 126 △ 170

12

　勤務成績の昇給等への反映状況
　職員の昇給等への勤務実績の反映については、現在、人事
評価制度を確立していないため、「筑西市職員の給与決定の
ための勤務成績判定基準」に基づき実施しています。

13

　定員適正化計画（21～ 25 年度）
①目標：総職員数の16％削減（170人）
②手法：社会変化に伴う行政需要を勘案し、組織の見直し、
採用人員の抑制、事務事業の民間委託化を進めます。

11
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キャディ付は 4名様 1組 10,000 円でご用意いたします。

５月／ 27 日（月）・ 30 日 （木）・31日（金）
 ６月／   ４日（火）・ ７日（金）・10日（月）

 14 日（金）・17日                （月）

  ５月 29 日 （水）薫風五月杯 セルフ  10,000 円

６月 13日 （木）あじさい杯 セルフ  10,000 円

人件費の状況　平成 23年度普通会計決算

※人件費には、特別職に支給する給与、報酬を含みます。

歳出額（A） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率
（Ｂ /Ａ）

22年度の
人件費率

38,580,731 千円 2,390,126 千円 6,773,800 千円 17.6％ 17.9％
※指数＝国家公務員の給与水準を 100 とした　
場合の地方公務員の給与水準を示す指数
※参考値＝時限的（２年間）給与改定特例法による
措置が無いとした場合の指数

ラスパイレス指数の状況（平成 24年４月１日）
筑西市 県内市平均

指　　数 103.7 105.3
参 考 値 95.9 97.2

職員給与費の状況　平成 23年度普通会計決算

※職員手当には、退職手当は含みません。　※給与費は当初予算に計上した額で、特別会計と企業会計は含みません。

職員の平均給料月額・平均年齢の状況　（平成 24年４月１日）

職員数（Ａ） 給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B） １人当たり給与費（Ｂ/Ａ）
739人 2,857,965 千円 403,704 千円 1,061,232 千円 4,322,901 千円 5,850 千円

区 分
筑西市 茨城県 国

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 333,000 円 45.0 歳 339,193 円 42.9 歳 304,944 円
（329,917 円） 42.8 歳

技能労務職 334,800 円 53.3 歳 341,928 円 49.7 歳 270,465 円
（285,030 円） 49.7 歳

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成 24年４月１日）

一般行政職の級別職員数の状況（平成 24年４月１日）
区 分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

職員数（人）96 38 156 86 47 95 61 17 596
構成比（％）16.1 6.4 26.2 14.4 7.9 15.9 10.2 2.9 100

職員の初任給の状況　（平成24年４月１日）
区 分 筑西市 茨城県 国

一般
行政職

大学卒 172,200 円 172,200 円 163,987 円
（172,200円）

高校卒 140,100 円 140,100 円 133,418 円
（140,100円）

技能
労務職 中学卒 129,200 円 129,200 円 ─

区 分 経験年数
10年

経験年数
15年

経験年数
20年

一般
行政職

大学卒 265,000 円 316,200 円 355,000 円
高校卒 221,900 円 274,700 円 315,300 円

技能
労務職

高校卒 ─ 279,700 円 286,100 円
中学卒 240,400 251,500 円 297,000 円

部門別職員数の状況　（平成24年４月１日）

※一般職職員数は、休職者、派遣職員などを含み、臨時・非
常勤職員を除いています。

区　分 職員数 対前年増減数 主な増減理由

一
般
行
政
部
門

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
農林水産
商 工
土 木

7
207
63
122
66
47
13
57

△ 1
△ 5
4

△ 2
△ 2
0
0

△ 3

業務の見直し
〃
〃
〃
〃

業務の見直し
小 計 582 △ 9

特別行政部門
158 △ 4 業務の見直し

教 育
普通会計 計 740 △ 13
公
営
企
業
等
会
計
部
門

病 院
水 道
下水道
その他

90
19
23
46

△ 4
0

△ 2
△ 3

業務の見直し

業務の見直し
〃

小 計 178 △ 9
合 計 918 △ 22

市職員の給与と市職員の給与と
定員管理を公表します定員管理を公表します

※（）内は時限的（２年間）給与改定特例法による措置が無いとした場合の月額

※（）内は時限的（２年間）給与改定特例法による措置が無いとした場合の月額


